
               令和８年度 地域運営学校 八王子市立いずみの森義務教育学校 学校経営計画（概要版）             統括校長 泉澤 太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八王子ブランドメッセージ 

『あなたのみちを、あるけるまち 八王子』 

法令・学習指導要領 

八王子市の目指す教育の姿 

１ はちおうじっ子の「生きる力」の育成 

２ 学校・家庭・地域の連携・協働による教育力の向上 

３ あらゆる人が学びあう生涯学習の充実 

八王子市の施策展開の方向 

 １ 確かな学力を育む教育の推進 

 ２ 豊かな心と健やかな体を育む教育の推進 

 ３ 児童・生徒に応じた支援の充実 

 ４ みらいを切り拓く力を育む教育の推進 

 ５ 地域とともにある学校づくり 

 ６ 子どもの学びを支える教育環境の充実 

いずみの森義務教育学校 教育目標 

 ９年間の学校教育において学び合い、鍛え合い、高め合うことを通じて、

生涯を通じて主体的に学び続け、国際社会に貢献できる人間性豊かな児童・

生徒の基本的資質の基礎を養う。 

  ◇ 創造 ＜よく考え、学び続ける人＞ 

  ◇ 共生 ＜思いやりがあり助け合う人＞ 

  ◇ 健康 ＜健康でたくましい人＞ 

八王子市教育委員会 教育目標 

いずみの森義務教育学校のミッション 

『社会や地域に貢献する人材（市民）を育成する』 

学校の行動指針 

『挑む』『拓く』『協和』 

学校経営の基本理念 

 ○ 法令等を遵守し、教育計画に基づいた組織的・計画的な学校経営を行う。 

 ○ 地域運営学校として、家庭・地域との教和を大切にし、児童・生徒の健やか

な成長、教職員の自己実現と地域の発展に寄与する学校経営を行う。 

 ○ PDCA サイクルに立脚した開かれた学校経営を行う。 

 ○ 課題解決に挑み、子どもの未来を拓くために、改善を常とする学校経営を行う。 

 ○ 義務教育９年間を系統的かつ連続性をもって切れ目なくつなぐ学校経営を行う。 

 

 

義務教育９年間を通した一体的な教育活動の推進 

目指す学校像 

〇 児童・生徒が、心身ともに健全で、学ぶ楽しさと

自他の成長を実感し、共に未来を切り拓く学校 

〇 保護者・地域の願いや期待の実現に努める学校 

〇 教職員が、率先垂範して学び続け、教育活動に挑

む学校 

〇 児童・生徒、家庭・地域、教職員が信頼の和で結

ばれ、協働する地域運営学校 

１ 豊かな人間性と社会性の育成 
（現状）自己有用感 %、異年齢活動への参加態度 %、地域・社会への貢献意識 %、多様性の尊重意識 % 

（指標）①自己有用感 90%、②異年齢活動への参加態度 90％、③地域・社会への貢献意識 90%、④多様性の尊重意識 90% 

（目標１）自治的活動を通した児童・生徒の主体性の育成     （目標２）地域理解と地域活動への参加を通した児童・生徒の社会性の育成 

  ① 自己の役割と責任を重視した学級・学校運営の推進       ① 地域をフィールドとした学習活動の推進 

  ② 共感と協働を基盤とした学級・学校運営の推進         ② 地域行事や地域活動等への参加の促進 

  ③ 児童・生徒主体の委員会・学校行事運営の推進         ③ 日々の諸活動が社会や個々の生き方につながる教育活動の推進 
 
２ 学力の向上 

（現状）学力調査（思考・判断・表現）正答率 国)４年： ５年： ６年： ７年： ８年： ９年 ： 

数)４年： ５年： ６年： ７年： ８年： ９年： 

    学力調査(基礎)正答率が目標値以上の割合 国)４年：未実施 ５年：84.2％ ６年：94.6％ ７年：86.8％ ８年：83.8％ ９年：76.0％ 

数)４年：未実施 ５年：83.0％ ６年：81.6％ ７年：81.9％ ８年：77.7％ ９年：72.7％ 

（指標）①学力調査（思考・判断・表現）正答率 国 80 数 80     ②学力調査（基礎）正答率が目標値以上の割合 90％ 

③話し合い・ペアワークの取組態度 90％           ④話し合い・発表等の実施頻度（授業時数の 3 割）100％ 

（目標１）学ぶ楽しさの実感と学びの活用による確かな学力の定着 （目標２）学びをつなげ、社会や生活に活かせる学力の定着 

  ① 話し合い活動やグループ活動を重視した学習指導の充実     ① 教科間や領域の内容をつなげた授業・活動の実施（横断型学び） 

  ② 各教科等で学んだことを活かした探究活動の計画的な実施    ② 異学年をつなげた（で学ぶ）授業・活動の実施（垂直型学び） 

  ③ 語彙力と説得力（根拠をもって意見を示す）を高めるとともに   ③ 学校生活や社会生活とつなげた授業・活動の実施（拡張型学び） 

    学習端末を活用したプレゼンテーション力を高める授業の充実 

  ④ 学んだことを Output（発表・発信）する学習活動の推進       ④ 学習機会の多様化を進め学びのつまずきを支援（個別型学び） 
 
３ 一人ひとりの可能性を拓く支援体制の充実 
（現状）学校満足度：生徒 % 保護者 %、相談機会への満足度：生徒 ％ 保護者 %、SDGｓへの取組：生徒 ％ 保護者 ％ 

（指標）①学校満足度：生徒 95% 保護者 90％、②相談機会への満足度：生徒 95％ 保護者 90％、③SDGｓへの取組：生徒 95％ 保護者 90％ 

（目標１）個々の特性や課題に即した相談体制と支援体制の実現  （目標２）一人ひとりの児童・生徒が未来像をもてるキャリア教育の推進 

  ① 一人ひとりの特性や状況の把握の徹底と相談機会の多様化    ① 児童・生徒のキャリア形成を重視した校外学習や職場体験・福祉体験の実施 

  ② 地域や諸機関とのネットワークを活かした居場所づくりと    ② 日々の学びが社会や個々の生活につながる学習の実施 

支援の充実                         ③ 社会とのつながりが実感し、持続可能な社会の形成者としての 

  ③ 学校に思うように登校できない生徒・家庭への支援の充実      資質・能力の基礎を育む学習の実施 

中期的目標と方策（令和８年度～10 年度） 

目指す児童・生徒像 

○社会性を備え、主体的に生きる児童・生徒 

○仲間との共感、切磋琢磨する児童・生徒 

○地域から学び、地域・社会に貢献する児童・生徒 

○知・徳・体の調和を大切にする児童・生徒 

○心身を鍛え、命を大切にする児童・生徒 

○本校と地域を誇りとする児童・生徒 

○自己の未来を見据え、不断の努力をする児童・生徒 

求める教職員像 

〇 教育公務員の自覚と奉仕の精神をもち、児童・生

徒一人ひとりの成長をやりがいとする教職員 

〇 改善を常とし、不断の努力を惜しまない、誠実な

教職員 

〇 地域と共に歩み、地域に貢献する教職員 

〇 ライフ・ワークバランスを図り、自己の成長を追

い求める教職員 

今年度目標と重点取組（令和８年度） 

本校の強み 

地域運営学校・地域力・義務教育学校 

小中一体 

１ 豊かな人間性と社会性の育成 

（指標）①80％ ②80％ ③85％ ④85％ 

（重点１）日々の学校生活での自治的活動で育てる 

1) 児童・生徒の意見を反映した委員会・学校行事・学級経営の推進 

2) 自己の役割を自覚し主体的に活動し責任を果たす委員会・学級活動の推進 

（重点２）地域から学び、地域の活動への参加で育てる 

1) 地域行事・地域活動への参加や運営ボランティア経験の促進 

2) 学級・学校運営や地域行事への参画による自己の生き方につながる学びの促進 

２ 学力の向上 

（指標）①学力調査正答率 国 80 数 70 ②学力調査目標値以上 85% 

    ③話し合い態度 80％      ④話し合い実施 80% 

（重点１）思考力・判断力・表現力等を高める授業を行う 

  1) 話し合い・グループ活動など、児童・生徒主体の Output 型の学習の推進 

  2) 語彙力と説得力を高め、質の高い発表活動（プレゼンテーション）の実施 

（重点２）社会や生活につながる学びを創造する 

  ① 教科間で内容や活動、教員がコラボした授業の実施 

  ② 異学年での学習や活動、生徒や教員がコラボした授業の実施 

各期の習得目標の着実な定着と義務教育９年間を切れ目なくつなぐ教育活動の充実 

３ 一人ひとりの可能性を拓く支援体制の充実 

（指標）①②児童・生徒 90％、保護者 80％ ③S 生徒 90%、保護者 85％ 

（重点１）相談機会の多様化を進める 

  1) 学習、いじめや不登校等、児童・生徒の課題に即した相談機会づくり 

  2) 個々の特性や課題に即した児童・生徒支援の組織的な推進 

（重点２）体験的な活動を児童・生徒のキャリア形成につなげる 

  1) 体験活動のねらいにキャリア形成を位置付け系統的に実施 

  2) 社会とつながる学び及び生活に活かせる学びと体験活動の推進 

空欄となっている現状の数値は、1 学期末までに実施する調査・アンケートの結果を使用します。 


